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１５,９９４円 
政治資金残りあと 

情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

市政を考える 

       たけまつ    ただし 

頒布責任者： 武松 忠 
武松政策研究会 

 

救急出動１救急出動１..４８倍！？４８倍！？  
平成３年から平成１３年の１１年で・・その半数は軽症！ 

前回までの残高                   １７,７５９円   

印刷代（ビラ印刷代）             ２０,６６２円 

交通費（駐車場、燃料代）            ７,２１９円 

会場費差額              １,０００円 

通信費（携帯電話）               ３,８８４円 

   収入 

自己資金                 ２０,０００円 

寄付  マエカワ様、モロハシ様   １１,０００円 

合計 02/11/3～02/12/2                －１,７６５円 

■救急出動が１１年で１.５倍に増加！（図１） 

 救急出動による救急取扱人数が、平成３年度の 

５０８８人から、平成１３年度の７５３５人へと、 

１１年間で１.４８倍になっています。（図１） 

 その間人口は、19万5243人から19万9455人

へと１.０２倍にしかなっていません。 

 

■救急車を必要としない軽症が増加！（図１） 

 死亡や重症の救急取扱いは、横ばいですが、中等

症がコンスタントに増加しています。 

 軽症については、平成１０年度を境に傾きが急に

なっており、平成１１年以降３年間の救急取扱人数

の伸びは、主に救急車を必要としない軽症の増加に

よるものです。 
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■高齢者の割合が増える（図２） 

 構成率で見ると、軽症は以前から５０％付近で横

ばいでが、高齢者（６５歳以上）の割合は、平成３

年度では２６.６％だったものが、平成１３年度で

は、４１.２％を占め、依然として増加傾向です。 

 

■救急車は６台しかない！ 

 消防本部では、６台の救急車しかありません。ま

た、最寄りの消防署に救急車があるとは限りませ

ん。軽症が増えると、本当に救急が必要な、重症の

搬送が遅れる可能性があります。 

 軽症が増える要因は、高齢化、核家族化による交

通手段の確保困難等が考えられます。 

 救急車を使えば、交通費が無料で、診察待ち時間

なし、となれば誰だって使います。 ここまで軽症

が増えると、軽症救急搬送有料化についても研究し

なければならない事態です。 

図１　傷病程度別救急取扱人数の推移
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図２　救急取扱人数に占める高齢者割合及
び軽症割合の推移
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市議会議員 
たけまつ    ただし 

武松 忠 
３７歳 

小八幡在住 

妻と一男二女 

 

 

小田原市立国府津小学校卒 

小田原市立国府津中学校卒 

神奈川県立西湘高等学校卒 

東京職業訓練短期大学校電気課卒  
（現 職業能力開発総合大学校東京校） 

平成11年6月まで日本真空技術㈱

（現 ㈱アルバック）勤務  

平成11年５月より現職 １期目 

出馬しないの？ 
 某地方紙のPR版に顔写真が載っていなかったために「次期市議選に出馬しないの？」と、多くの方か

ら問合せが入りました。 メディアに見えない圧力がかかっているのかもしれません。 もう、選挙が

始まっていると言うことなのです。 小田原市議会議員選挙は、来年４月２７日（予定）です。 

私はもちろん立候補します。 
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武松政策研究会 月例勉強会のお知らせ 

 １２月の勉強会は、都合により中止いたします。  
 ホームページでは、日刊武松（日記）や、月刊武松のバックナン 

 バー、一般質問の会議録も見ることができます。  
 URL http://www6.airnet.ne.jp/takematu/  
 i-mode http://www6.airnet.ne.jp/takematu/i.htm 

 

寄付は、 

ジャパンネットバンク本店 普通口座 ７９４１３７７ タケマツタダシ  

さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾅｼﾃｨｲｰｽﾄ出張所 普通口座 ００５１２２８ 

 武松政策研究会 武松忠 まで  

    

 月刊武松は本人が配布しているため、行き届かないところがあり

ますが、読み終わりましたら知合いの方にお渡しいただけると幸い

です。また、ｅメールでも送付していますので連絡下さい。 

The Voice    今までに頂いたご意見から 

本会議場における質問回数(99/5～02/12）

0 5 10 15

山口辰章
椎野恵二
川口真男
池田六美

守屋喜代松
相川正義
常盤一郎
二見健一
中野隆雄
志澤清

谷神久雄
大野眞一
穂坂英山

三廻部周雄
堀村逸郎
下村英之
相澤博

小林俊夫
細田常夫
中村保

加藤仁司
井原義雄
小松久信
飯山茂雄
今村洋一
武松忠

関野隆司
中島春子
原田敏司

田中利恵子
松本雅子

質問回数　（回）　　　データ：市議会だよりから

一般質問

代表質問

個人質問

議会活動を客観的に知る

手段は無いか② 

 

用語説明 

一般質問：６、９、１２月

の定例会において、議員が

市政の疑問点や将来展望な

どについて、市の考え方を

聞くもの。 

質問時間：４０分以内 

代表質問：３月定例会にお

いて、各会派の 代表者等

が、市の考え方を聞くもの 

質問時間 

３人会派：５０分以内 

４～７人会派：６０分以内      

個人質問：３月定例会にお

いて、会派に属さない無会

派議員がする質問 

質問時間：２０分以内 

議案関連質問：各定例会で

提出された議案に対し、質

問するものです。質問時間

も短いため、今回のグラフ

には含みませんでした。 

 

＊議会三役（正副議長と監

査）は、質問しないという

不文律があります。 


